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《沿革の概要》
日召和 22年 4月 7日

22.  4 . 20

22.  5 。 10
22.  9 。  1

23.  5 。 28
23. 7. 2
23. 7 . 12

25。  3 . 15
25。  9。  1
26. 10.  1

26. 4 . 8
27. 7 . 10

27.  7 . 20

28.  5 . 11

29. 6 .  1

30. 4. 8
30. 6 . 23
30。   7 . 25

30。  11.  7

32.  5 。 21
32. 8. 12
33. 7 . 18
34. 4 . 10
35.  8. 31
36.  5 。  8

36. 10. 15
37.  3. 31
38.  4 。 10

38.  6 .  5

39. 4 . 20
41. 8。  1
42. 6 . 8
42. 10. 13
43. 3. 10

44.  3 . 15

44. 4 .  1

45. 3. 15
48. 4.  1

51.  7 . 17

51. 10。  9
52. 4 . 1
52. 11. 14
53.  5 。 11

53.  5 。 29
53.  6 . 27

54.  2 . 27

54. 10. 6
54.11.21・ 22

城 南 、城 巽 を校 区 とす る新 制l中 学 設立決 定 。

校 名「白鷺」決 定 。 旧歩兵 10連隊跡 を仮校 合 とす る。
初代 池 内薫 二校 長就 任 。

開校 式 。

校 章制 定 。

白鷺 中学校 育 友 会 発会 式 。

旧46部隊跡 (現校 地 )に 移 転 。
校 歌制 定 。

校 旗推 戴 。

白鷺 中学校 生徒 会結 成 。

並 木創刊 号 発行 。

第二代 茨 木太郎校 長就 任 。

南校合 完成 。

応援 歌制 定 。

北校舎 完 成 。

校 合 第二 期 工 事 完 了。

校 静|1制定 。

白鷺 中学校 讃歌 、応援 歌制 定 。

生徒 心 得 、生徒 手帳 作 成 。

文部 省指 定 産 業教 育研 究 発表 会 開催 。

創 立 10周年 記 念式挙 行 。
プー ル竣工 。

肢体不 自由 児学 級開 設 。

第二代 小 西 七 郎校 長就 任 。

校 舎移 転 改装工 事 完 了。

体 育館 t々工 。

本館 第一 期 工事 完 了。

本館 第二期 工事 完 了。

第 四代 崎 谷操校 長就 任 。

本館 第二 ・ 四期 工事 完 了。

特 殊 学 級 開設 。

姉 妹校 提 携 (建屋 中学校 )
本館 第五 期工 事 完 了。

創 立 20周年 記 念式 。

本館 第六期工 事 完 了。

正 門完成 。

難聴学 級 開設 。

ロー タ リー 完 成 。

第五代 後藤稔 郎校 長 就 任 。

体 育館 竣工 。本館 完成 (七期 工事 )

創 立 30周年 記 念式典 挙行 。

第六代 永井 辰夫校 長就 任 。

プ レハ ブ 6教室 の工 事 着工 。
プ レハ ブ 10教室 の工事 に着工

木造校 合 の取 りこわ し工 事 に着工 。

鉄 筋校 舎 基礎 工事 に着工 。

新 校舎 竣 工 式挙 行 。

白鷺 中学校 完 成 記 念式挙 行 。

第 14回全 国バ ズ学 習研 究集 会 開催 。

⇔ 区の概要》
1.本校 は姫路市 の 中央部 で あ り、国鉄 姫路駅 よ り白鷺城 に至 る大 手 前通
りの東西 に またが り、北 は城 まで 、南 は駅 に至 る地域 で (58町 )、 城 南
小 ・城 巽小 の両校 区 を 占め て い る。

大 部 分 は本 市 を代 表 す る商業 地域 で あ り、官庁 街 、住 宅街 を含 ん で い

る姫路 市 の政 治・経 済・ 交通 セ ン ター で あ る。

2.昭和 20年 の戦 災 で校 区の大 半 を焼失 し、城 下 町 の面影 は少 な くな った
が 、 自鷺城 をは じめ 、 多 くの文化 遺産 や 情 緒豊 か な郷 土行事 を もって

い る。市街 は近年 著 し くビル化 され 、職 住 分 離 に よる ドー ナ ツ化 現 象

が 進行 して い るが 、由緒 あ る歴 史的地域 で あ る とい え る。

3.教育 に関す る関心 は強 く、熱意 を もって学校 に協 力す る。従 らて進 学
率 も高 く、例年 90%以上 が 高校 に進 学 して い る。毎 学期 の授 業参観 日
の 出席 もよ く、 PTAe自 治会 ・婦 人会 0同 窓会 等 の関係 諸 団体 の活
動 も活発 で あ る。



《教育計画》

学校 経 営 の態 度 あ るべ き姿 の人 間 の育 成 をめ ざす

●知 ・徳 ・体 の調 和 の とれ た発達

●人間関係 を基 盤 に した統合 ・止揚 の教育

● 自主 的・創造 的・奉仕 的 (力行 )人間 の育 成

●人間尊重 の教 育

●教 育 諸 活動推 進 の ため の条件 整備

●全校 的 な共通理 解 に よる研 修 の推 進

《時和54年度努力目標》

学 級集 団 を高 め る中で ひ と りひ と りの 学 習の成 立 をめ ざす。

1.ひ と りひ と りの 学 習の成 立
●学 力 と人間関係 の 同時達 成

●人間関係 と学 習効率 を高め る教 育機 器 の活用

●基礎 的 な学 力 0体力 の定着
●ゆ と りと充実 の学校 生 活 をめ ざす移行 措 置

●小 集 団学 習 を深 め る評価

2.バ ズ ここょ る生徒 オ旨導
●学 級集 団の育 成

●落 ち こぼ さな い教科 指 導

●基 本 的生 活 習 1貫 をつ け る教 科 外諸 活動

3.障 害 をの りこえ る人 間 の育成
●統合教 育 の推 進

●障害 をの りこえ る力 を育 て る方法 と場

4.教 育環 境 の整備 と充 実

《同和教育実践 目標》

1.差別解 消 につ なが る学 力の創 造 と連 帯 感 を深め 高 め るため の学 習環境
の整備 推 進 をはか る。

○ひ と りひ と りを生 かす学 業指 導

○進 路 を保 障す る学 力 の向上 とその てだ て

2.「友 だ ち」の研 究 を とお して 自ら高 まる同和 学 習 を ど う進 め るか

○学 習展 開 の方法 につ いて相 互研 修

〇同和学 習 ノー トに よる親子 の対 話

抒



《年間主要行事計画》

月 学 校 行 事 育友会行事 生徒会行事 関 連 行 事

始 業 式 0入 学 式
身体測定・家庭訪間
野外活動・歓迎遠足

育友会総会 学級委員選出
各部編成
予算編成

春季休業

開校記念日・中間考査

卒業旅行
新旧役員歓送迎会
招貌・研畷

ゆかた祭

教生受入れ

期末考査・学校水泳
1学期終業式

保護者会 校内球技大会 夏祭

野外活動・課外水泳 町別懇談会 校内水泳大会 夏季休業
姫路祭

2学期始業式
夏季作品展

学習参観 学級委員改選 教生受入れ

体育大会・中間考査 同和研修会 本部役員改選

102年修学旅行 学習参観 音楽コンクール 総社祭

期末考査・2学期終業式 保護者会 冬季休業

畔期始業式0耐寒訓練 同和研修会

中間考査 保護者会 「並木」発行 私立高校入試

期末考査

卒 業 式・終 業 式
保護者会 本部役員選出 公立高校入試

《生徒の実態》

生徒数・学級数 (54.5。 1現在)

《年次別卒業生動向》

年 次 別 卒 業生 動 向

学年
′性層J

1年 2年 3   生
「

障 害 児 学 級
合  計

精 薄 難 聴

男 75 102 267

女 89 93 262

計 146 170 195 529

学級数

年度 3卜 34

ユ＋

　

業

　

者

1335 1569 177 154

1018 1029 814 123 4936

2353 2491 2708 322 277 229 194 202 11586

進学 2003 2323 1741 288 236 262 180 189 198 10187

就職 299

家 事 1



歴 代 校 長 > 池 内薫 二 先生

茨 木 太 郎 先生

小 西 七 郎 先生

崎 谷  操 先生
後 藤稔 郎 先生

永井 辰夫 先生

S22.4～ 27.3
27.4^-34.3
34.4⌒-38.3

38.4⌒ -48.3

48.4^-52.3
52.4⌒―モ見イ

=

初 代

二代

三 代

四代

五 代

六 代
《教育組織》
職  名 氏 名 担任教科・学級 年 数 住 所

校  長 永 井 辰 夫 姫路市十二所前町412
教  頭 牛 尾 照 夫 美術・技術 姫路市上大野町682-107

教  諭 道 上 昌 幸 理 科 女臣路市伊イ云居本町480-13

坊 垣 正 博 理 不斗 女臣路市 Eヨ寺 108

黒 坂 秀 男 理科・技術 姫路市花田町上原田488-8

加 藤 妙 子 家庭 3～ 5 姫路市 白浜町南住宅 46

福 島 達 郎 国 女臣]各〒打才丁走菫414

山 本 亀 夫 国 姫路市広畑区西蒲田1101

高 醸 忠 賓 社 女臣里各〒打糸岡TE亙夢葺力熙38

是  りll    ,台 英語 3～ 1 姫路市飾磨区西浜町 3丁 目30

下 房 正 英 社会 3～ 3 相生市池之内641

泥 音楽 1～ 1 神崎郡香寺町行重 7-2

菊 池 恵弱子 国語 1～ 3 姫路市飯田2621

多 根 貞 代 理科・難聴 神崎郡香寺町須加院607

藤 本 清 子 美術 2～ 2 竜野市竜野町下川原14

上  山 恭 三 保体 1～ 4 姫路市飾磨区英賀春 日町 2-4-8

竹 谷 由起子 家庭・精薄 姫路市八代南の町 1263

西 川  ミス ズ 英 姫路市四郷町山脇 159-2

宮 下   徹 保体 2～ 1 揖保郡太子町福地754-10

井 端 保 夫 数学 1～ 2 姫路市広畑区北野町2丁目59県住1-11

埴 岡 洋 子 保 体 神崎郡市川町甘地 392

河 上 忠 俊 数学 3～ 2 姫路市広畑区東夢前台4172

林    久 良 社 姫路市花田町上原田87

上 垣 泰 博 英言吾2～ 3 姫路市勝原区宮田694-2

松  盛  ,青  泰 技術 3～ 4 姫路市大津区勘兵衛町236
天 野 一 美 社会・難聴 姫路市 白国756

浜 イ貝J   孝 数学 2～ 4 姫路市 白浜町甲537-5

養  教 森 田 静 代 姫路市飾東町豊国1163-25

主  査 出  口 悦  次 10。 7 姫路市野里月丘町 2

講   師 寺 田 昌 三 国語 (習字 ) 姫路市野里上野町 727

寺 前 寿 子 生 一化 18.6 女臣躍}T市 Jヒ 1京 807

用務員 桑 垣 知詠子 姫路市広畑区東夢前台465-1
ノ■卜脇員 山 本 長 雄 姫路市書写南住宅879T201

内  科 築 谷 茂 夫 女臣驚争1市飛tE町 3106

歯  科 鈴 木 哲 郎 姫路市 白銀町55

目艮 不斗 大  月 水  人 姫路市福中町63

耳鼻科 藤 森 春 樹 姫路市本町57

薬斉」師 藤 本 明 彦 姫路市西呉服町 12

舟生
長方形



《校務分掌》

学校長

|

撃年
5雷8

教 務 部

(|)学習指導

(2)生徒指導

ノ .研

運営委員会 ―― 山本 。道上・黒坂 。福島・坊垣 。松盛 。高F義 。宮下 。泥 。井端・天野

校内就学指導委員会――運営委員・多根・竹谷・天野・該当学級担任

研究推進委員会――道上。福島・山本。高磁。多根。宮下

● 事 務 部

/.管  理/.運  営

②学籍
li:][(I]ξlゴ][[#[仙

本
蹴録
1:]]il「菊了はず

怖

′.指  導

備 品

I裏霧糎貫 I‐ I詔 .教科主任
図  書

|       ][。

林

営 繕

T』 ]l  舗 :鍾
:還

目的                舞
体箭 支鮨靖館 )―一一―一一―――上山・士飼

特別教育及資料室 …――一一一―一――黒坂 。下房・教科主任

職員室・事務室 。校長室 。印刷室 。会議室一加藤 。森田・教頭

学 習指導 ―山本 ・是川 教育工学 ―高磯・下房
生徒指導 ―宮下 ・道上  学級指導 ―福 島・坊垣
障害児教育 一多根 ・竹谷 (セ プンタイム )

・就学援助費       西川 。竹谷・多根

出口

森田

天野

天野

クラブ振興費 (部活動)一―一一―――・1直岡

校外生徒才摯訪甜覇囀

―

宮下

生徒会会計            井端

その他の会計事務―一一――一―一― 出口・教頭

`多

′ .渉  外

校舎力或言巌澪諭姜―一―一―一一―一 黒坂・山本・出口・教頭

教頭・山本 。出口・黒板
福島・坊垣 。高蟻

是川 。多根

泥

職員旅行・忘年会 。送別会、等 ―一一―是川 。藤本・泥・天野

蹴 榊 赫 ―一一一―一―― 道上・山本 。教頭

特 別地 区委 員

セブンタイム(生舌ノヾズ)

就学指導 ――――――――― 竹谷・多根

酬 導 (鮮・鵜 )一― 鶴 ・士飼
特胸

■ 芳 に 三 舅 1蝸 ぎ
・井端

集団指導(集会。到朦)―
・
山・松盛・宮下・埴同

生徒会

可 毅 糞 :三二 重

・訂 ・拙 →型

生濤 諄 。憐 。出欠機兄一 [蒙下
・幅 ・上山・i飼

教育相談 ――一―一―――― 訂 ・松豊 。上山。i回司

部活動          上二赫
可又塁曇諄笙

厚  生― 落し物。かさ一 寿
イ縮 推         細

始 才導
可 誘 漏三 運

休力づくり (職員体育)‐――‐士飼

修

錮 祥 習才熟瓢バズ学習)―― 山本 。道上・漸 滑旦任

オープンルーム運営・設営――高磯間河上 。道上 。多根
AV教室

道徳 。同和 ―一―一―――――下房・藤本・菊池

障害児教育(難聴・精薄)― 多根・竹谷 。天野
棚 麟 教 育一

畷 彗≦ 翼

~0ま

梨 i輩 づ馴
図書館教育       画 ||。 林

性教育           坊垣・森田・下房 。上山

統計教育 ――――――――― 河上

学級経営 。短学活 ………………福島・加藤・坊垣・井端

′ .庶  務

ノ .会  計

渉ヨ則・貞り||

教育工学設備 。備品等 ……一―――一・河上 。浜側

倉庫・便所 。その他の施設 ―――一― 黒坂

報 希

職員]珈第十

学 級 委 員

(各学級 3名 )

地 区 委 員
(各学級6名 )

詢
買部．

教

購

可
Ｉ
Ｌ

導酬

議　疇
転

《育友会組織図》

間

役談

顧

相
研 修 部

体 育 部

補 導 部

施 設 部

厚 生 部

常 任 理 事
(各 学 級 1名 )

修
夫
弘

本
日
本

有
浜
河

会長上副
]長

―l疱(藤井宏造 )



生 徒 会 活 動

《生徒会組織表》

《音Si活動》

■運 動 部

水    泳    菩Ь
野     球

サ  ッ カ ー
バ ス ケ ッ トボー ル (男 )

バ ス ケ ッ トボー ル (女 )

バ レー ボー ル (男 )

バ レー ボー ル (女 )

テ  ニ  ス (男 )
テ  ニ  ス (女 )
陸 上 競 技

剣         道

■文化 部

合    口昌   菩Ь
写    真    菩Б
放    送    音6
美    術    菩Ь
レ ク リェー シ ョン

華    道    菩Б

■ 同好 会

柔   道
理  科

立
日
　
立
ロ

校内生徒会 校外生徒会

生徒代議員会

本部役員

学級委員長

(男・女 )

各種 委 員会

広

報

委

員
会

図

書

委

員

会

保

健

委

員
会

体

育

委

員
会

美

化

委

員

会

風

紀

委

員
会

会

計

委

員

会

学級生徒会
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生 副 書

徒程
長 長 記


